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こ 甲躍の函而面畑）、辻団の遺四のmさ祖ると、夏暉わり磁孔9こと西鴫します．
以前おら「寵題やって釈い～」とせ3そ3布せり始め志今日この頃、喪・市覺鯛い申し上げます。 二＞

ま
’-翌汲ぶ乞む必心・

当センターのスタッフが、 「まけおいせう」●業の促遍のために「一本のタオル運朧」を呼び汁け店が
ら、今年1月北澤遍を出発し、 608ftけて横浜まで歩きました。冬の北澤遍・東北の菱歩キャラバンだったた
めに、み厄さまには多大なご心配を市掛けしましだ。また遍中では、北澤遍のみおさまlさじめ、本当に多く
のみ存さまに助けられ、動まされへ支握を受けました。
私たちはこの3年鴫、全国の人たちと●の見える闘係を纂き、そのこと1こよって多くのことを学Iさせて頂き
ました。震災で多くの命をおくしましたが、多くの財産も頂きました。
それは、人の畳、思いやる心、支え合う行動です。

1995年1月17日、未會有の販神・淡霞大震災を受けて以来、●覆金や
＊ ＊ ＊ いミー〖

物資とたくさんの支擾を受けたにもかかわらず、3年経つてまた厚介ま
しくも一本のタオルの握供を求めて、布顧いしてまいりました。み店さ
まと霞じサポーダーとして、今度は今までのご支覆、ご薗力巳訊して、
不充分ではありますが、一震市礼に・らなければと思い、このよう店
「ま切訊＼ゼつーありがとつキャラバン」を企國いたしました。結局ま
たみ石まにご迷懇き行けることに厄ぶことを承知し店がら、園のよう
店スケジュールでの実籐を予定しています。

女＊女

「まけ石いゼう」事秦は「私たちは大き店ことはできません。ただlJヽ
さ厄畳をもつてや3ことはできます」をモットーに、この■、晨闘して
まいりました。布行げさまで、この1年閾に彎せていただいt
約50,000本、観作されたゼうさんタオルは40,000頭を超えました。ゼし
て何よりも製作者である攘災書は、一針一針、糟禰込めてつくり店がら
「苦しいけれど、私もマケ十イ‘/～」と、手に持つゼうさんに語りなが
ら、日尺を過ごしています。また「まけ砒＼せう」き貫つて下さった人
がら「逆に元置きもらいました」といつ芍便りを頂き、 「震災義、ずつ
と随けてもらってば行りだったけれと、やっとこつして人の助けに、社
会の役に少しでも立ったのね」と涙ながらに話されます。また、 せうさ
んは手作りです介ら一頭一躙少しづつ表情tt遍い、自分の分暑のように
可霙ttって芍られ、出善するときには「この子はとこに鑢に行くの竹な 10下匂
ぁ」と語り行けてい刃方もいます。

女女女

本当にみなさまの布nげで、勇気と元蒐を頂きましだ。
今までのこ支盪とご協力に対して、甚だ不十分ではありますが、内礼
に同いたいと恩います。遍行く納で芍会いできたら、ゼひ布箕軽に声
をがけて下さい。

酌たちは六きなことはできません。

ただU＼さな賣をもってやることはできます。 （マザー・テレサの言葉より）


